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状況を的確に捉え、判断し、 
主体的に行動する児童生徒の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主題設定の理由 

≪参考文献等≫ 本研究における理論・実践において参考とした文献等は、以下のとおりである。 
  学校施設等の防災への取組：文部科学省 
  小・中学校学習指導要領（防災に関する記述部分） 
  学校安全教育指導の手引（平成 27 年 3 月）：熊本県教育委員会 学校安全・安心推進課 
  学校防災（地震・津波）マニュアル作成の手引き：熊本県教育委員会 学校安全・安心推進課 
  学校防災教育指導の手引：熊本県教育委員会 学校安全・安心推進課 



 

研究の構想図 

球磨村立球磨清流学園     
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単元配列表の作成・授業実践 

実践 

授業改善 ～課題解決学習の展開と充実～ 

【視点１】 状況を的確に捉え、判断し、主体的に行動する力を身に付ける授業の工夫（授業研究部） 
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清流タイム ～地区児童生徒会～ 

防災集会の実施 ～委員会活動による啓発～ 

【視点２】 主体性を育む自治活動の工夫（児童生徒活動部） 

 



避難所設営訓練 

アマチュア無線の使用訓練 

 

村民防災ブロック会議 全村民が避難について考える日 

家庭教育講演会 ～親と子が一緒に考える時間（授業参観）～ 

防災通信 

【視点３】 地域防災活動へ参画する取組の工夫（地域連携部） 

教職員も参加し、児童生徒の居住地
区を中心に地区の実態を把握 

 ～毎月１回（最終金曜日）防災通信を発行～ 



 

 

防災に関するアンケートの実施 

防災意識を高める掲示物・教材などの整備 

【視点４】 防災意識を高める環境整備の工夫（環境整備部） 
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「知っている」と回答 「している」と回答 

「決めている」と回答 「ある」と回答 

 

【児童生徒のアンケート結果】（令和６年１２月→令和７年６月） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者のアンケート結果】（令和７年２月→令和７年６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R６.12 月 

78.2% 

R7.6 月 

82.7% 

R６.12 月 

35.7% 

R7.6 月 

48.5% 

R６.12 月 

34.3% 

R7.6 月 

45.9% 

R６.12 月 

79.1% 

R7.6 月 

77.6% 

「高まっている」と回答 

R7.2 月 

48.5% 

R7.6 月 

63% 

アンケート結果と考察及び成果と課題 
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